
部門別
マネジメントのツボ

39　月刊 医療経営士 2014.8 2014.8 月刊 医療経営士 　38

地
域
医
療
部
門

職員が地域に足を運ぶ病院づくり　［第１回］

地域ネットワークの構築が
今後の病院のあり方につながる

社会医療法人財団仁医会 牧田総合病院 医療福祉部・在宅医療部部長　澤登久雄

大
都
市
は
人
材
と 

社
会
資
源
の
宝
庫

高
齢
化
の
一
途
を
た
ど
る
大
都
市
・
東

京
に
お
い
て
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
―
―
。
こ
の
課
題
解
決
に

向
け
て
、
２
０
０
８
年
４
月
、
高
齢
者
に

携
わ
る
多
種
多
様
な
専
門
機
関
と
地
域
団

体
・
企
業
等
が
協
働
し
、
生
ま
れ
た
の
が
、

「
お
お
た
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
以
下
、
み
ま
〜
も
）。
こ
の
み
ま
〜
も
を

立
ち
上
げ
、
中
心
的
存
在
と
し
て
か
か

わ
っ
て
い
る
の
が
、
当
院
が
大
田
区
か
ら

事
業
受
諾
し
運
営
し
て
い
る「
大
田
区
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
入
新
井
」で
あ
る
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
▽
地
域
で
暮
ら

し
、
働
く
全
て
の
人
々
と
協
働
し
、
地
域

住
民
を
対
象
と
し
た「
地
域
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
」の
開
催
、
▽「
高
齢
者
見
守
り
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
」の
基
盤
づ
く
り
か

ら
普
及
啓
発
、
▽
高
齢
者
が
社
会
的
役
割

を
持
て
る
場
で
あ
る「
み
ま
〜
も
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」―
―
の
３
本
柱
の
ほ
か
、
各
地

域
団
体
・
専
門
機
関
と
の
連
携
に
資
す
る
、

研
修
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
あ
る
。

高
齢
者
の
孤
立
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
高
齢
者
自
身
が
元
気
な
う
ち
か
ら
地

域
と
つ
な
が
る
意
識
を
持
ち
、
で
き
れ
ば

早
い
時
期
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ

し
て
異
変
が
起
き
た
時
、
身
近
な
人
が
そ

れ
に
気
付
き
、
専
門
機
関
に
い
ち
早
く
連

絡
す
る
、
こ
れ
が
理
想
的
な
流
れ
だ
。

地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
い
と
言
わ
れ
る

大
都
市
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
多
く
の
人

が
住
み
、
働
く〝
人
材
の
宝
庫
〞で
あ
り
、

社
会
資
源
の
宝
庫
で
も
あ
る
。
み
ま
〜
も

は
、「
気
づ
き
・
見
守
り
・
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
」を
合
い
言
葉
に
、
前
述
し
た

大
都
市
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
都
市
型

の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
提
案
を
め
ざ

し
て
お
り
、
東
京
都
保
健
福
祉
計
画（
12

〜
14
年
度
）の
中
で
も
事
例
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

み
ま
〜
も
は
任
意
団
体
で
あ
り
、
会
の

趣
旨
に
賛
同
し
た
各
種
団
体
の
賛
助
会
費

に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
る
。

14
年
４
月
時
点
で
賛
助
会
員
は
、
病

院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
薬
局
11
、
企
業
・
法

人
30
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
39
、
施
設

５
の
合
計
85
団
体
。
後
援
は
大
田
区
、
区

社
会
福
祉
協
議
会
、
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
と
な
る
。
賛
助
会
員
の
方
々
は
、
運

営
費
の
捻
出
の
み
で
は
な
く
、
会
運
営
の

実
行
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
各
々
の
専
門
性

を
発
揮
し
、
団
体
と
し
て
の
地
域
貢
献
を

実
現
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ 

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
見
守
る

大
田
区
の
人
口
は
14
年
６
月
１
日
現

在
、
70
万
６
１
９
５
人
。
東
京
23
区
で
３

番
目
に
多
く
、
高
齢
者
数
は
15
万
４
８
７

５
人
、
高
齢
化
率
は
22
・
０
％
に
上
る
。

当
院
は
区
北
東
部
に
位
置
し
、
昔
な
が

ら
の
住
宅
地
や
商
業
地
が
広
が
る
大
森
地

区
に
拠
点
を
構
え
る
。
１
９
４
２
年
の
開

院
以
来
70
年
余
、
地
域
に
密
着
し
た
医
療

を
提
供
し
て
き
た
。
急
性
期
、
回
復
期
、

慢
性
期
、
予
防
医
学
、
介
護
老
人
保
健
施

設
、
在
宅
医
療
、
訪
問
看
護
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

い
う
、急
性
期
医
療
か
ら
介
護・福
祉
サ
ー

ビ
ス
ま
で
の
総
合
的
に
提
供
す
る
の
が
、

当
院
の
基
本
方
針
で
あ
る
。

12
年
12
月
に
健
診
セ
ン
タ
ー
、
13
年
１

月
に
蒲
田
分
院（
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
、
医
療
療
養
病
棟
：
計
１
２

０
床
）を
西
蒲
田
に
新
規
開
院
し
、
機
能

を
分
化
・
拡
張
。
13
年
４
月
か
ら
蒲
田
分

院
は
在
宅
療
養
支
援
病
院
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
在
宅
医
療
に
力
を
注
い
で
い

る
。地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
と
し

て
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
役
割

も
担
う
、
わ
が「
大
田
区
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
入
新
井
」で
は
、
相
談
件
数
が

月
５
０
０
件
を
超
え
、
さ
ら
に
増
加
傾
向

に
あ
る
。
相
談
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
一

人
ひ
と
り
の
高
齢
者
が
抱
え
る
問
題
が
多

様
化
、
複
雑
化
し
、
い
わ
ゆ
る
対
応
困
難

な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
の
も
こ
こ
近
年

の
特
徴
と
言
え
る
。

今
後
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
大
都
市

部
に
お
い
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
介
護
保
険
制
度
の
枠
組
み
の
中
だ
け

で
、
ま
る
で「
も
ぐ
ら
た
た
き
」の
よ
う

に
場
当
た
り
的
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
相
談

に
対
応
し
て
い
て
も
は
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

地
域
の
隅
々
に
ま
で
広
げ
る
こ
と
に
し

た
。
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
見
守
る
こ
と

の
重
要
性
を
地
域
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
い
、
そ
し
て
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
専

門
職
た
ち
が
地
域
で
と
も
に
手
を
つ
な
ぎ

合
い
、
地
域
住
民
に
広
く
伝
え
て
い
く
こ

と
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
本
来
の
役

割
で
あ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

非
採
算
部
門
の
運
営
に 

法
人
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

全
国
４
０
０
０
カ
所
を
超
え
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
多
く
が
、
地
域
包
括

地域包括支援センターでは同院医療福祉部のスタッフが毎日、多くの相談を受ける

おおた高齢者見守りネットワークのイメージキャラクター「みま～もくん」。頭のライトで街を照らすというコンセプトで地域住民に親しまれている
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ケ
ア
構
築
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
取
り
組
め
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

そ
の
要
因
の
一
つ
に
、
母
体
と
な
る
法
人

の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
な
か

で
、
地
域
の
あ
ら
ゆ

る
団
体
・
機
関
を
つ

な
げ
て
い
く
と
い
う

地
道
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ

を
法
人
経
営
の
視
点

か
ら
見
れ
ば
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
と
い

う
新
た
な
業
務
に
よ

り
職
員
の
負
担
、
時

間
外
業
務
も
増
え
る

一
方
、
行
政
か
ら
の

委
託
料
は
変
わ
ら
な

い
と
、
具
体
的
な
成

果
が
見
え
づ
ら
い
非

採
算
部
門
で
あ
る
た

め
、
理
解
が
得
ら
れ

づ
ら
い
の
だ
。

で
は
な
ぜ
、
当
法

人
が
み
ま
〜
も
を
認

め
、
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
か

う
こ
と
に
理
解
を
示

し
た
の
か
。
そ
の
答

え
の
中
に
、
今
後
の
病
院
の
あ
り
方
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
後
、
当
法
人
で
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
つ
つ
、『
Ｗ
Ｉ
Ｎ
！
Ｗ
Ｉ
Ｎ
！
に
な
れ

る
医
療
機
関
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
』に

つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。


